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本研究は、現代ファッションをさまざまな
接触領域（コンタクト・ゾーン）と捉えるこ
とで、これまで見過ごされてきたファッショ
ンの可能性について総合的な観点から考察す
ることを目的とする。

本年度は最終年ということもあり、これま
でと同じく特別セミナーを実施するととも
に、公開シンポジウムを年度末に開催した。
現地調査を金沢周辺の企業で実施予定であっ
たが、これはまん延防止等重点措置が適用さ
れていたため中止になった。

本年度第 1 回（通算第 9 回）セミナーと
して、8 月 5 日に津田啓仁氏（博報堂）によ
る講演「エスノグラフィを組み替える――ビ
ジネスの現場での可能性について」を開催し
た。本講演では、現在多くの企業で求められ
ている、単なる現状改善的な視点に留まらず、
中長期的な未来発想をもって社会変革をデザ
インするためのアイディアやブランディング
に向けた取り組みが紹介された。参加者との
質疑応答においては、本学の授業における産
学連携の R ＆ D 型のプロジェクトにおいて、
ユーザーを巻き込んだリサーチ手法の可能性
などについて議論が展開された。

第 2 回（通算第 10 回）セミナーには本学
東京キャンパスに非常勤講師の関根麻里恵氏

（学習院大学）を迎え、「ギャル（文化）の表
象――映画『SUNNY 強い気持ち・強い愛』
(2018) を例に」という題の講演が行われた。

『Sunny』に認められるギャル文化・ファッ
ションについて、グローバルな観点から分析
を行った。

3 月 13 日には本プロジェクトを総括する
シンポジウム「made in Japan のものづくり」
を実施した。発表者には、宮脇千絵（南山大
学）、白水高広（うなぎの寝床）、高馬京子

（明治大学）を迎え、蘆田裕史（京都精華大
学）と池上慶行（land down under）にコメ
ントをお願いした。「made in Japan」をキー
ワードにアカデミアと実務家とが一堂に集ま
り、アパレルの現場の実態と、よりグローバ
ルな日本のアパレル産業の位置付けについて
議論を行った。この内容については『FAB』
4 号で公開予定である。まず、宮脇氏は趣旨
説明として、児島のジーンズの越境的な性格
に言及し、made in Japan とはいったい何だ
ろうかという本シンポジウムの問いが述べら
れた。つぎに白水高広氏が「地域文化商社と
して服・店・情報・ツーリズム総合力で伝達」
というタイトルで、最後に高馬京子氏が「フ
ランスにおける「メイドインジャパン・ファッ
ション」の表象の変遷」というタイトルで発
表を行った。ファッション研究の観点から蘆
田裕史氏が、アパレル起業家の観点から池上
慶行氏がそれぞれコメントし、その後、発表
者とともに議論を展開した。およそ 50 名が
参加した。

【共同研究報告】

基幹共同研究・コンタクト・ゾーンとしての現代ファッション
国際ファッション専門職大学

　田中雅一
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【共同研究報告】

静岡県天龍社繊維産地における
別珍・コール天生地製造関連企業の研究

国際ファッション専門職大学
　篠原航平

図 1はヒアリング調査をもとに作成した、
2020 年末時点の静岡県天龍社産地を中心と
する、コール天生地製造業に関するネット
ワーク図である。併せて、推察の域を出ない
ところもあるが、取引金額も算出した。繊維
商社・生地商・アパレルのうち、取引金額が
際立って大きいのは A 社で金額は 26 億円で
あった。産元商社・親機のうち、コール天生
地製造に直接に関わる企業は 13 社である。
その中でもコール天に注力する C 社が全体
の仕入金額の約 36.2%（2 億 3750 万円）を
占めた。コール天生地製造に直接的に関わる
賃機は 7 社である。受注金額が大きいのは
O 社と T 社で、それぞれ全体の受注金額の
41.5%（2730 万円）と 26.6%（1750 万円）
を占めた。賃機が受注した仕事を孫請に出す
という構図は調査では見られなかった。カッ
チングは 4 社で、そのうち X 社の受注金額
が全体の 41.5%（1400 万円）であった。別
珍を含め、他の生地製造では一切用いられる
ことがないカッチング工程の受注は、流行や

季節に大きな影響を受ける。コール天と別珍
の独自工程である仕上げ（毛焼き）工程は 2
社であった。その中で B 社の受注金額が全
体の 96.9%（4900 万円）であった。B 社は
別珍の独自工程である苛性処理工程も担う。

調査の結果、以下の 2 点が明らかとなった。
1.　�いずれの工程においても特定企業への取

引の集中が見られた。
2.　�天龍社産地におけるコール天生地製造関

連業は疲弊が進んでいる。コール天や別
珍の独自工程であるカッチングや仕上げ

（毛焼き）を担う企業はわずかしか残っ
ていない。取引が集中する企業の事業承
継は完了しているが、両工程の承継が進
まない企業が増えれば日本のコール天生
地製造業は消滅する可能性がある。

本研究では類似する織物である別珍の調査
も行っていたが、中心となる企業代表者の病
気などの理由により 2021 年度期間途中で調
査を見送ることとした。今後の課題としたい。

 1 

 
図 1　2020 年末時点の静岡県天龍社産地のコール天製造業（製造工程）のネットワーク図

出所 : ヒアリング調査をもとに Cytoscape を用いて筆者作成。
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【共同研究報告】

東海地域における養蚕業の再興に関する学際的研究
国際ファッション専門職大学

　高間由美子

今年度はこれまでに得られたシルクにおけ
る知見および調査をもとに 3 年間をまとめ
る最終報告の年度になった。

前年度に開催した N-Lab セミナーのテー
マ『歴史に学び、未来を思考、創造する――
素材・技術・デザイン』では伝統産業のあり
ようを理解することを目的とした。これをも
とに、①地域産業の活性化、②産学共同のコ
ラボレーション、③商品化のきっかけ、④産
業、伝統、文化の理解、⑤素材、技術、デザ
インの創造などに取り組んだ。そして、商品
化と市場の確保を行うことでこの地域の伝統
産業の再興にも可能性があると考えた。とい
うのも、名古屋キャンパスでは地場産業との
協働を重視しており、本学主導で産学連携の
取り組みを行うことができる、貴重な機会に
なったからである。

本年度はこれまでの一連の経緯を踏まえ、
N-Lab セミナーの最終目的である商品ビジネ
スに焦点をあて、伝統産業を生活の中に取り
入れようと、シルクの商品化を試みた。セミ
ナーでのテーマは、『シルクが“つなぐ”東
海地域の商品ビジネス』である。

セミナーでは、これまで携わってきたシル
クに関連し、①今後の商品企画とモノづくり
への開発、②そのためのビジネス展開、③東
海地域の伝統産業を活性化する役割、を考
え、立案した。講師の岡谷蚕糸博物館学芸員
の林久美子氏からは、「何をつくるかを見据
えたシルクのモノづくり」、KK コンプレッ
クス・ビズ・インターナショナル村瀬明良氏
からは、「素材の役割とヘアアクセサリー」、
move on ‼ 代表兼シルクファッションブラ

ン ド Cafco. Dalla 運 営、PRSJ 認 定 PR プ ラ
ンナー蓮尾智紗子氏からは、「豊田シルクの
ファッションブランドの立ち上げを通して」
をテーマに講演いただいた。その結果、地域
産業へのモノづくりを通した異業種連携を見
い出すことができた。シルクから発信した繋
がりが縁となり、新たなビジネスが生まれて
いくことがわかった。まさに、縁をつくり、
拡げ、継続することであった。それにより地
域の強みを生かした雇用機会と商業機会双方
の創出への道筋を提供できる可能性を導き出
した。東海地域の伝統産業の再興に繋げられ
たことで、養蚕が地域の活性化に必要なアイ
ディアを還元するという社会的意義の目的を
果たした。もちろん社会貢献にもなった。

この共同研究は Z 世代に繋げていく役割
も担っている。学生にとっては、この N-Lab
セミナーへの参加が東海地域の伝統産業への
理解向上、それに国際的にも活躍することを
見据えた地域の伝統を学ぶ場にもなった。

このように、本研究の目的は十分に達せら
れた。東海地域の養蚕業の現況を理解したう
えで、東海地域の異業種産業におけるアイ
ディアや成果を養蚕業再興の礎として商品化
を目指し、最終的にはシルクの商品を生活の
中に生かす方法を提案する一助になった。東
海地域の養蚕業の状況を今後も注視していき
たい。

最後に、このような研究調査の機会をいた
だき感謝申し上げる。また、メンバー全員の
協力のもと、本共同研究が無事遂行できたこ
とに感謝する。
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【共同研究報告】

SDGs と大阪・関西万博、ファッションにできることは
国際ファッション専門職大学

　富澤修身

大阪産学連携研究会は、2019 ～ 21 年度
の国際ファッション専門職大学の共同研究の
受け皿として、2019 年 9 月に活動を開始し
た。テーマは、「SDGs と大阪・関西万博、ファッ
ションにできることは」である。

ここ数年ファッションおよびファッション
産業に対する風圧がかなり強くなっており、
これまでのあり方を変えて生き残るべく新し
いプレーヤーと新しいビジネスモデルが生ま
れつつある。こうした状況は 2015 年 9 月
に国連で採択された SDGs（持続可能な開発
目標）に大いに関連している。それゆえ共同
研究を通して SDGs に関わって、ファッショ
ンとファッション産業にできることを問うこ
とにした。

他方で、SDGs とも関係している 2025 年
開催の大阪・関西万博も大阪ファッションク
リエイション・ビジネス学科の所在地で行わ
れる以上、無関心ではいられなかった。それ
ゆえ、大阪・関西万博に関わり、ファッショ
ンにできることは、と問うこととした。

共同研究の 1 年目である 2019 年度は半
年間しかなかったが、メンバーのこれまでの
蓄積と大阪商工会議所流通・サービス産業部
と協同組合関西ファッション連合事業推進グ
ループの協力も得て、個別報告と討論を踏ま
えた 2019 年度共同研究報告書を作成できた。
成果の一部は 2019 年 12 月 11 日に大阪キャ
ンパスで開催したシンポジウムで披露した。

2020 年度は 19 年度の活動を踏まえて、
SDGs 達成に積極的なファッション関連の企
業に対してインタビューを計画していた。し
かし、新型コロナウイルス禍と緊急事態宣言
の 2 度の発出により対面でのインタビュー

調査は不可能となった。また、未経験の遠隔
授業への対応のため 2020 年度の前期は共同
研究の実施は滞った。こうした中で 8 月 28
日に関西ファッション連合の SDGs に関する
新しい取り組みへのインタビューを皮切り
に、研究活動を開始したが、対面調査が困難
であることには変わりがなく、ウェブサイト
や新聞報道から得られる二次情報で共通テー
マに関わる個別研究を進めつつ、11 月 12
日にはズームを用いて河田フェザー株式会社
から SDGs 推進に関する事例報告をいただく
ことができた。こうした研究活動の成果を取
りまとめて 2020 年度共同研究報告書を作成
し公表した。

最終年度である 2021 年度の前半は第 3
回目（4 月 25 日～ 9 月 30 日）の緊急事態
宣言下にあり、対面の調査活動は自粛せざ
るを得なかったが、研究会は 8 回開催した。
テーマとしては大阪・関西万博のテーマ「い
のち輝く未来社会のデザイン」および 17 の
SDGs のうちの 3 番目に当たる「すべての人
に健康と福祉を」を念頭に、「ファッション・
ファッションビジネスといのち・健康・ウェ
ルビーイング」を共通テーマに設定し、メン
バー各自の立脚点を尊重しつつ、情報と成
果の共有を進めて 2021 年度の共同研究報告
書（全 85 頁）を取りまとめることができた。
また 12 月 7 日には本研究会主催で「シン
ポジウム ファッションビジネス　リボーン」
を対面と遠隔で開催した。本研究会の教員 3
名と関西ファッション連合 SDGs 推進室長の
大西洋市氏並びに本学学生 2 名の発表と討
論を行ったところ、143 名のご参加をいた
だき、好評を得ることができた。
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【共同研究報告】

サステナブル社会の構築をめざした衣服選択研究
国際ファッション専門職大学

　松岡依里子

【研究の目的】
安価な衣服が多く市場に出回ることで、

ファッションを手軽に楽しめる環境になった
が、その一方でワードローブの中の服飾品が
増えて着用できるものとできないものの見極
めが困難となっている。本研究では、ワード
ローブ調査を通して、ファッションスタイリ
ングのプロであるパーソナルスタイリスト、
学生、ミドルエイジの着装概念を明らかにし、
サステナブル社会における次世代ワードロー
ブマネジメント法を考案することを目的とす
る。具体的には、ワードローブ調査を通して、
アイテム数やテイストなどの傾向、ライフス
タイル感性や心理特性との関連について検討
した。現代服飾史などの文献分析、アイテム
の量的分析と質的分析、AI を用いた画像分
析というように、複合的に分析することに特
徴がある。ここで得られた成果からは、サス
テナブル社会への貢献と個人のウェルビーイ
ングの向上が期待できる。

【方法】
パーソナルスタイリスト、大学生と専門学

校生、一般の方のワードローブ調査を行った。
「着用していて好き」「着用しているが好きで
はない」「着用していないが好き」「着用して
いないし好きではない」のカテゴリー別に写
真を提供してもらった。また、質問紙とイン
タビューから、ライフスタイルとファッショ
ン志向性、ワードローブ調査後の感想などを
調査した。これらのデータに対し量的分析（多
変量解析、AI 分析）および質的分析（テキ
ストマイニング、インタビュー分析など）を

行い、考察した。

【結果】
これまでの調査データをもとに、最終年

度（2021 年度）では、日本家政学会第 73
回大会（2021 年 5 月 30 日）にて「サステ
ナブル教育に関する一考察――ワードロー
ブリサーチを通して」、日本感性工学会大会

（2021 年 9 月 3 日オンライン）にて「ファッ
ションレコメンドシステムのための深層学習
の適用の検討」、ファッションビジネス学会
全国大会（2021 年 11 月 20 日オンライン）
にて「パーソナルスタイリストのワードロー
ブ事例にみるファッション感性」という題目
で発表を行った。また、論文「衣装選択行動
に関する一考察――パーソナルなスタイリス
トのワードローブ調査をもとに」と公開研究
会の報告を『FAB』3 号（本号）に投稿した。
さらに、この研究全期間を通しての研究報告
書も作成した。

ワードローブを再考することで、ライフス
タイルや心情や思考の整理ができるように
なったという研究結果から、個人に最適化し
たワードローブが、無駄な買い物を省き、サ
ステナブル社会の構築への貢献となっている
ことが明らかになった。デジタルの発達によ
り「衣服を選択する」ことがより複雑になっ
ており、価値や自分の基準がわからなくなる
ことが、ワードローブ整理を困難にしている
こともわかった。今後は、この基礎データを
もとに、AI による画像分析を継続する予定
である。
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本研究では、多様化が加速する現代におい
て、ファッションとアートの境界が曖昧に
なっている現状を打破する目的から、ファッ
ションとアートの連環を図るモードの変遷を
考察の対象とする。具体的には、ファッショ
ンとアートの定義の歴史的変遷を明らかにす
るため、両者に関連する出来事を列記した年
表を社会情勢も含めて作成する。とりわけ、
アーティスト自身による（人間の正しい生き
方の）声明といえる「ステイトメント」に注
目し、その発端となった 20 世紀の芸術概念
を取り上げながら、ファッションとアートの
連環を明らかにする。また、神戸ファッショ
ン美術館の訪問、ファッションデザイナーや
現代アーティストのインタビューを通して、
ファッションとアートの境界と連環を明確に
する。メンバーは、学内から今村淳（代表）、
永澤陽一、学外から浜田久仁雄（神戸ファッ
ション美術館・学芸員）、藤元由記子（（株）ブッ
クエンド・代表取締役）の 4 名である。

2021 年度は、東京藝術大学美術教育研究
会の大会（2021 年 11 月 7 日、オンライン）

にて口頭発表を行い、永澤が担当する本学の
ゼミ生を交えた研究会（2022 年 2 月 19 日、
本学東京校）を行った。また、20 世紀のファッ
ションとアートを照合するための資料収集と
並行して、ファッションとアートの連環をめ
ぐる「ステイトメント」ならびに「モード」
に関する資料収集を行った。そこから、20
世紀のアートとファッションの歴史を見直す
作業として、キュビスムからポップアートま
での変遷を 9 項目に分類して関係資料をま
とめることができた。

2021 年度の活動は、資料収集が中心に
なったが、この作業を通して、アートとファッ
ションの関係性を主題とする文献が近年増加
していることに気付くことができた。永澤が
出品する 2022 年 1 月から東京都庭園美術
館で開催された「奇想のモード――装うこと
への狂気、またはシュルレアリスム」展は、
2022 年度の進行に大きく影響するものと思
われる。その意味においても 2021 年度の研
究活動は準備段階として大変有意義であっ
た。

【共同研究報告】

ファッションとアートの連環にみるモードの変遷の研究
国際ファッション専門職大学

　今村　淳

表 1　東京藝術大学美術教育研究会にて発表した表（一部改変）
年 アート ファッション 社会情勢 モード 

1907 
パブロ・ピカソ
《アヴィニョン
の娘たち》 

ポール・ポアレ 
コルセットを放棄
（1906年） 

・英仏露による三国協商の成立、 
独墺伊の三国同盟との対立 

・「ベル・エポック」フランスの繁栄 

人類の危機的
事実からの 
反動 

1919 
マルセル・ 
デュシャン 
《L.H.O.O.Q》 

ココ・シャネル 
オートクチュールを 
本格的に開始 

・ドイツが連合国とヴェルサイユ条約 
を締結 

・ドイツでヴァイマール憲法が成立 
オリジナル／
コピーの価値 

1952 ジョン・ケージ
《4分33秒》 

クリスチャン・ 
ディオール 
アルファベット・ 
ライン発表（1954年） 

・冷戦構造の固定化によるアメリカを
主とする西側諸国の経済復興  

・大量生産システムの確立 

感性の均質化
／集団的模倣
との対峙 
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1．研究活動の概要
経営学を専門とする代表者に加え、サステ

ナブル・ファッションや皮革素材の製造・流
通やデザインに携わる実務家と国内外の地域
研究を進める文化人類学者が参画し、領域横
断的な調査研究を行った。具体的には、以下
の調査研究を分担して実施した。

（1）‌�国内外のタンナーによる皮革素材のブ
ランド化事例の比較研究

（2）‌�国内のタンナーの環境汚染問題などへ
の取組み

（3）‌�害獣として駆除された野生動物の皮革を
地域自然資源として利活用するファッ
ションビジネスの事例調査

（4）‌�生業や宗教、食文化、歴史などとの関
係も含めた、国内外の多様な地域の皮
革の生産・流通・使用のサイクルに関
する比較研究

2．本年度の報告
上記の（2）と（3）についてはおもに、

皮革製造に伴う環境負荷や動物福祉などの問
題に取り組む、一般社団法人やさしい革の関
係者に対して、実地とオンラインで調査を実
施し、皮革素材を取り巻く環境や社会問題と
その解決を目指す取り組みの現況を包括的に

理解することができた。（1）については作
り手の視点から、国内外のタンナー企業の皮
革素材を比較する座談会を実施して、その内
容を『FAB』3 号に寄稿した。（4）については、
2021 年度に文化人類学を専門とする 3 人の
共同研究メンバーが各フィールドの皮革文化
について報告する一般公開研究会「人の営み
と皮革文化」を開催した。

以上のような調査研究を通じ、本共同研究
の主眼である「循環型ビジネスモデル構築」
を見据えて皮革素材の利用について考察する
には、(a) 〜 (d) のような問題の把握が不可
欠であることがわかった。
(a) 食文化との関わり
(b) ‌�地域資源として、特定の域内での効率的

な生産・流通ネットワークの構築
(c) ‌�皮革素材を使う作り手や消費者のニーズ

を満たすような量と質を兼ね備えた素材
の安定的な継続供給を可能とする方法

(d) ‌�皮革素材をめぐる消費動向に大きく影響
するエシカル消費志向などの歴史・文化
的背景の理解

今後はこのような問題関心からさらに調査
研究対象を広げて、研究を推し進めていく計
画である。

【共同研究報告】

皮革素材の利用と技術に関する領域横断的な調査研究
循環型ビジネスモデル構築のために

国際ファッション専門職大学
　平井秀樹
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